
 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅲ編   調査結果の長期的な変動傾向 

 



- 199 - 

Ⅲ－１ 物理調査 
 

 

 

 

 

 

 

注 大貝崎と早崎を結ぶ線の内側部分を「発電所前面海域」，その他を「発電所周辺海域」とする。 

 

 

図Ⅲ－１－(１) 水質調査位置及び評価点 

 

(St.1～15，42    測定者：宮 城 県) 
(St.1～15，40～42  測定者：東北電力) 
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注1　数値は各調査月における評価点の海面下0.5ｍ層の平均値を示す。
注2　平成23年度の5月調査は，6月7日に実施した。

図Ⅲ－1－(2)　　水質（海面下0.5m層）の月別経年変化
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注1　数値は各調査月における評価点の海面下0.5ｍ層の平均値を示す。
注2　平成23年度の5月調査は，6月7日に実施した。

図Ⅲ－1－(3)　　水質（海面下0.5m層）の月別経年変化
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注 大貝崎と早崎を結ぶ線の内側部分を「発電所前面海域」，その他を「発電所周辺海域」とする。 

 

 

図Ⅲ－２－(１) 底質調査位置及び評価点 

 

(測定者：宮 城 県) 
(測定者：東北電力) 
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図Ⅲ－2－(2)　　底質の評価点別経年変化

注1 図中の実線は「発電所前面海域」である。
注2 数値は各評価点における年間の平均値を示す。
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図Ⅲ－2－(3)　　底質の評価点別経年変化

注1 図中の実線は「発電所前面海域」である。

注2 数値は各評価点における年間の平均値を示す。
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Ⅲ－２ 生物調査 
 

 

 

 

 

 

 

注 大貝崎と早崎を結ぶ線の内側部分を「発電所前面海域」，その他を「発電所周辺海域」とする。 

 

 

図Ⅲ－３－(１) 植物プランクトン調査位置及び評価点 

 

(測定者：東北電力) 
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図Ⅲ－3－(2)　　植物プランクトン（採水法）代表種の季節別経年変化

注1 平成5年5月～16年11月の主な出現種を用いた統計解析により，季節的に特徴のある種を5種選定した。

注2 数値は各調査月における評価点の表層及び10ｍ層の総出現細胞数を示す。

注3 平成23年5月調査は，6月7日に実施した。
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注 大貝崎と早崎を結ぶ線の内側部分を「発電所前面海域」，その他を「発電所周辺海域」とする。 

 

 

図Ⅲ－４－(１) 動物プランクトン調査位置及び評価点 

 

(測定者：東北電力) 
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図Ⅲ－4－(2)　　動物プランクトン（ネット法）代表種の季節別経年変化

注1 平成5年5月～16年11月の主な出現種を用いた統計解析により，季節的に特徴のある種を5種選定した。

注2 数値は各調査月における評価点の0～5ｍ層及び5～10ｍ層の総出現個体数を示す。

注3 平成23年5月調査は，6月7日に実施した。

0

10

20

30

40

50

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

5月

8月

11月

2月

（個体） 春～秋季型： Copepodite of Oithona

0

10

20

30

40

50

60

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

5月

8月

11月

2月

（個体） 春季型： Copepodite of Pseudocalanus

0

20

40

60

80

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

5月

8月

11月

2月

（個体） 冬～春季型： Fritillaria spp.

0

10

20

30

40

50

60

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

5月

8月

11月

2月

（個体） 夏～秋季型： Oikopleura spp.

0

20

40

60

80

100

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

5月

8月

11月

2月

（個体） 夏～秋季型： Copepodite of Paracalanus

- 208 -



- 209 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 大貝崎と早崎を結ぶ線の内側部分を「発電所前面海域」，その他を「発電所周辺海域」とする。 

 

 

図Ⅲ－５－(１) 卵・稚仔調査位置及び評価点 
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図Ⅲ－5－(2)　　卵の代表種の季節別経年変化

注1 平成5年5月～16年11月の主な出現種を用いた統計解析により，季節的に特徴のある種を5種選定した。

注2 数値は各調査月における評価点の表層及び10ｍ層の総出現個体数を示す。

注3 平成23年5月調査は，6月7日に実施した。
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図Ⅲ－5－(3)　　稚仔の代表種の季節別経年変化

注1 平成5年5月～16年11月の主な出現種を用いた統計解析により，季節的に特徴のある種を5種選定した。

注2 数値は各調査月における評価点の表層及び10ｍ層の総出現個体数を示す。

注3 平成23年5月調査は，6月7日に実施した。
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注 大貝崎と早崎を結ぶ線の内側部分を「発電所前面海域」，その他を「発電所周辺海域」とする。 

 

 

図Ⅲ－６－(１) 底生生物調査位置及び評価点 

(測定者：東北電力) 
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図Ⅲ－6－(2)　　マクロベントスの代表種の評価点別経年変化

注1 図中の実線は「発電所前面海域」である。

注2 平成5年5月～16年11月の主な出現種を用いた統計解析より，海域区分別で特徴のある種を5種選定した。
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注 大貝崎と早崎を結ぶ線の内側部分を「発電所前面海域」，その他を「発電所周辺海域」とする。 

 

 

図Ⅲ－７－(１) 潮間帯生物調査位置及び評価点 

 

(測定者：東北電力) 
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図Ⅲ－7－(2)　　潮間帯生物（植物）の代表種の評価点別経年変化

注1 図中の実線は「発電所前面海域」である。

注2 平成5年5月～16年11月の主な出現種を用いた統計解析より，各潮位帯で特徴のある種を5種選定した。

注3 数値は各評価点における4潮位帯の年間の総出現湿重量を示す。
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図Ⅲ－7－(3)　　潮間帯生物（動物）の代表種の評価点別経年変化

注1 図中の実線は「発電所前面海域」である。

注2 平成5年5月～16年11月の主な出現種を用いた統計解析より，各潮位帯で特徴のある種を5種選定した。

注3 数値は各評価点における4潮位帯の年間の総出現個体数を示す。

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

St.30

St.31

St.32

St.33

St.28

St.34

（個体） 高潮帯： イワフジツボ

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

St.30

St.31

St.32

St.33

St.28

St.34

（個体） 中潮帯： チリハギガイ

0

10,000

20,000

30,000
40,000

50,000

60,000

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

St.30

St.31

St.32

St.33

St.28

St.34

（個体） 低潮帯～潮下帯： ムラサキインコ

0

50,000

100,000

150,000

200,000

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

St.30

St.31

St.32

St.33

St.28

St.34

（個体） 低潮帯～潮下帯： マルエラワレカラ

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

St.30

St.31

St.32

St.33

St.28

St.34

（個体） 低潮帯～潮下帯： ホソヨコエビ

- 216 -



- 217 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 大貝崎と早崎を結ぶ線の内側部分を「発電所前面海域」，その他を「発電所周辺海域」とする。 

 

 

図Ⅲ－８－(１) 海藻群落調査位置及び評価点 

(測定者：東北電力) 
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図Ⅲ－8－(2)　　海藻群落の代表種の評価点別経年変化

注1 図中の実線は「発電所前面海域」である。

注2 平成5年5月～16年11月の主な出現種を用いた統計解析より，海域区分別で特徴のある種を5種選定した。

注3 数値は各評価点における水深帯別の年間平均被度のうち最大被度を示す。
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Ⅲ－３ 養殖漁場環境 
 

 

 

 

 

 

 

注 大貝崎と早崎を結ぶ線の内側部分を「発電所前面海域」，その他を「発電所周辺海域」とする。 

 

 

図Ⅲ－９－(１) 養殖漁場環境（水質調査）の評価点 

 

(測定者：宮 城 県) 
(測定者：東北電力) 
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注1　数値は各調査月における五部浦(St.3)の海面下0.5ｍ層の測定値を示す。
注2　平成23年度の5月調査は，6月7日に実施した。

図Ⅲ－9－(2)　　養殖漁場環境点の水質（海面下0.5m層）の月別経年変化
図Ⅲ－9－(2)　　五部浦（St.3）
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注1　数値は各調査月における出島(St.4)の海面下0.5ｍ層の測定値を示す。
注2　平成23年度の5月調査は，6月7日に実施した。

図Ⅲ－9－(3)　　養殖漁場環境点の水質（海面下0.5m層）の月別経年変化
図Ⅲ－9－(3)　　出島（St.4）
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注 大貝崎と早崎を結ぶ線の内側部分を「発電所前面海域」，その他を「発電所周辺海域」とする。 

 

 

図Ⅲ－１０－(１) 養殖漁場環境（底質調査）の評価点 

 

(測定者：宮 城 県) 
(測定者：東北電力) 
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図Ⅲ－10－(2)　　底質の養殖漁場環境点別経年変化

注 数値はSt.6(五部浦)およびSt.7(出島)における年間の平均値を示す。

0

3

6

9

12

15

18

S
59

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
3

R
3

St.6 （五部浦）

St.7 （出島）

強熱減量（％）

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

S
59

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
3

R
3

St.6 （五部浦）

St.7 （出島）

全硫化物（mg/g乾泥）

0

10

20

30

40

50

60

S
59

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
3

R
3

St.6 （五部浦）

St.7 （出島）

化学的酸素消費量（mg/g乾泥）

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

S
59

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
3

R
3

St.6 （五部浦）

St.7 （出島）

粒度組成：中央粒径（mm）

- 223 -


	0-01.【済】R03Fy測定技術会文章r3
	長期的な変動傾向調査位置図
	3-01.【済】R03Fy長期的な変動傾向



